
瀝
き
も
の
と
い
う
と
、
能
の
物
狂
い
の
一
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
霊
に
の
り
う
つ
ら
れ
た
人
が
霊
の
主
そ
の
人
で
あ
る
よ
う
な
言
動
を

呈
す
る
ば
あ
い
と
、
動
物
が
体
の
一
部
分
に
と
り
つ
い
て
悪
さ
を
す
る
も
の
と
が
、
い
ち
お
う
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

（
１
）

東
京
脳
病
院
長
後
藤
省
吾
が
一
九
○
八
年
に
発
表
し
た
「
葱
依
妄
想
一
一
就
キ
テ
」
で
は
、
四
八
例
（
男
三
二
、
女
一
六
）
に
つ
い
た
の
は
、

狐
二
二
例
、
狐
と
他
動
物
四
例
、
狐
と
神
仏
魔
六
例
、
他
動
物
六
例
、
神
仏
一
○
例
、
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
四
八
例
中
動
物
つ
き
が

計
三
八
例
（
七
九
・
二
％
）
で
、
う
ち
狐
つ
き
が
計
三
二
例
（
六
六
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。
一
九
○
八
年
（
明
治
四
一
年
）
の
東
京
に
お
い
て
も
、

源
き
も
の
と
い
え
ば
動
物
つ
き
、
な
か
で
も
圧
倒
的
に
狐
つ
き
で
あ
っ
た
。

（
２
）

わ
た
し
は
一
九
八
三
年
の
論
文
「
狐
葱
き
研
究
史
Ｉ
明
治
時
代
を
中
心
に
Ｉ
」
で
、
輝
き
も
の
に
関
す
る
当
時
の
精
神
医
学
的
研
究

を
概
観
し
た
。
な
か
で
も
、
最
近
ま
で
わ
す
れ
ら
れ
て
い
た
島
村
俊
一
「
島
根
県
下
狐
瀝
病
取
調
報
告
」
お
よ
び
、
呉
秀
三
に
よ
せ
ら
れ
た

痘
き
も
の
に
関
す
る
医
家
の
見
聞
報
告
を
紹
介
し
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
つ
ぎ
の
問
題
提
起
を
し
て
い
た
、

わ
が
国
の
狐
輝
き
で
は
「
持
ち
筋
」
（
あ
る
い
は
「
持
ち
家
」
）
と
よ
ば
れ
る
家
が
特
定
さ
れ
る
地
域
の
お
お
か
っ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

一
、
問
題
の
所
在

葱
き
も
の
の
現
象
論
Ｉ
そ
の
構
造
分
析
１
塁

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
十
年
三
月
二
十
日
発
行岡

田
靖

平
成
九
年
七
片
十
六
日
受
付

平
成
九
年
十
一
川
二
十
八
日
受
理

雄
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狐
が
つ
く
と
い
う
信
仰
が
い
つ
ご
ろ
成
立
し
た
か
、
「
持
ち
筋
」
と
い
う
特
殊
化
が
ど
う
い
う
時
代
に
ど
ん
な
社
会
的
経
済
的
背
景
の
う
え

に
成
立
し
た
か
、
「
持
ち
筋
」
が
あ
っ
た
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
で
狐
瀝
き
の
頻
度
や
発
現
の
形
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
っ
た
か
、
「
持

ち
」
と
「
使
い
」
と
が
ど
う
か
ら
み
あ
っ
て
い
た
か
、
狐
憲
き
の
発
現
に
お
い
て
祈
祷
の
要
素
は
ど
う
い
う
役
割
り
を
は
た
し
て
い
た
か
、

な
ど
な
ど
、
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
多
い
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
酒
井
シ
ヅ
さ
ん
を
お
手
伝
い
し
て
三
一
書
房
の
南
博
編
集
の
『
近
代
庶
民
生
活
誌
⑳
病
気
・
衛
生
」
（
一
九
九
五
年
）
を

（
３
）

編
集
し
、
こ
こ
に
葱
き
も
の
関
係
の
資
料
を
か
な
り
い
れ
た
。
前
述
の
呉
秀
三
に
よ
せ
ら
れ
た
報
告
、
島
村
の
「
島
根
県
下
狐
想
病
取
調
報

告
」
、
お
な
じ
く
こ
れ
も
無
視
さ
れ
て
き
た
荒
木
蒼
太
郎
の
徳
島
県
調
査
報
告
の
全
文
を
こ
こ
に
お
さ
め
た
。
そ
れ
ら
の
事
例
は
、
孤
発
例
、

散
発
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
持
ち
筋
地
帯
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
校
正
を
し
な
が
ら
、
「
持
ち
筋
地
帯
の
瀝
き
も
の
は
従
来

い
わ
れ
て
い
る
侭
き
も
の
と
は
ち
が
う
な
」
と
い
う
感
じ
を
ま
す
ま
す
つ
よ
め
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
の
解
説
に
か

き
、
ま
た
一
九
九
五
年
一
月
の
日
本
医
史
学
会
例
会
で
も
の
べ
た
。

わ
た
し
が
し
ら
べ
た
範
囲
で
維
新
後
の
憲
き
も
の
に
関
す
る
医
学
的
報
告
の
最
初
は
、
一
八
七
九
年
の
高
知
県
（
土
佐
国
安
芸
郡
土
居
村
）

（
４
）

の
江
澤
圭
磨
に
よ
る
「
犬
神
附
或
ハ
狸
神
附
ノ
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
う
一
度
よ
み
か
え
す
と
問
題
点
が
は
っ
き
り
す
る
。
重
要
な
報
告

で
あ
る
の
で
、
そ
の
事
例
部
分
を
全
文
あ
げ
て
お
く
、
Ｉ

一
士
族
某
ノ
女
子
齢
五
歳
十
一
ケ
月
曾
テ
微
蒜
ナ
シ
一
日
隣
家
（
該
家
ノ
老
姻
ハ
所
謂
犬
神
持
也
）
二
遊
戯
ス
忽
チ
悪
寒
震
懐
ノ
起
リ
シ
ヲ
以

テ
帰
家
褥
二
臥
ス
次
テ
直
二
発
熱
シ
面
色
茄
々
ト
シ
テ
怒
レ
ル
色
ア
リ
自
ラ
頻
リ
ニ
褥
ヲ
引
テ
其
面
ヲ
被
ハ
ン
ト
シ
時
時
只
眼
ヲ
出
シ
テ

四
方
ヲ
窺
上
其
状
怖
ル
、
ガ
如
ク
又
葱
ル
ガ
如
シ
時
二
其
父
家
二
在
ラ
ズ
其
祖
母
及
上
母
共
二
周
章
シ
テ
予
二
診
ヲ
請
う
直
二
往
テ
診
ス

ル
ニ
患
者
床
外
二
出
テ
坐
シ
テ
礼
ヲ
行
上
反
目
予
ガ
顔
色
ヲ
窺
上
意
二
葱
ル
ア
ル
ガ
如
シ
其
顔
面
赤
ク
全
身
軽
熱
微
汗
ヲ
帯
ビ
脈
傳
冗

進
、
眼
光
輝
々
、
眼
球
停
住
シ
テ
怒
レ
ル
ニ
似
タ
リ
哺
々
口
言
シ
両
栂
指
ヲ
屈
折
シ
テ
蔽
上
隠
シ
腋
下
二
物
ア
リ
テ
他
人
ノ
之
ヲ
見
ン
事

ヲ
恐
ル
、
ガ
如
ク
ス
（
十
中
一
モ
以
上
ノ
症
ヲ
欠
ク
事
ナ
シ
）
曾
テ
嫌
忌
セ
シ
煙
草
酒
類
等
ヲ
嗜
ミ
言
語
動
作
皆
ナ
老
嘔
二
似
タ
リ
予
乃
チ
本
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江
澤
は
こ
の
事
例
を
犬
神
つ
き
と
し
て
か
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
高
知
県
は
犬
神
持
ち
の
お
お
い
所
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
例

は
、
弱
者
が
微
蒜
と
と
も
に
い
つ
も
と
す
こ
し
ち
が
っ
た
行
動
を
し
め
し
、
と
い
つ
め
ら
れ
る
と
（
あ
る
い
は
祈
祷
さ
れ
て
、
あ
る
い
は
お
ど
さ

れ
、
い
た
め
つ
け
ら
れ
て
）
、
自
分
は
こ
う
い
う
者
で
こ
う
い
う
怨
み
が
あ
っ
て
き
た
、
と
名
の
り
、
そ
し
て
、
お
ど
さ
れ
て
（
あ
る
い
は
説
得

５

さ
れ
、
祈
祷
さ
れ
、
い
た
め
つ
け
ら
れ
て
）
も
と
の
家
へ
い
っ
て
、
そ
こ
で
ぱ
た
り
た
お
れ
て
気
を
と
り
も
ど
す
と
も
と
の
人
に
も
ど
っ
た
も
の

症
二
罹
リ
タ
ル
ヲ
知
り
恩
威
交
々
質
問
ス
ル
ニ
初
メ
唯
ロ
ヲ
箱
シ
テ
頻
リ
ニ
左
右
ヲ
顧
ミ
敢
テ
答
フ
ル
所
ナ
シ
徐
二
謂
テ
曰
ク
吾
レ
少
女

二
怨
ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ
此
家
ノ
後
圃
二
灌
多
ノ
茄
子
ア
リ
ー
ニ
ヲ
吾
レ
ニ
与
フ
ル
モ
何
ゾ
吝
ム
ニ
足
ラ
ン
筐
裏
ニ
ハ
多
ク
帛
片
ヲ
満
テ
リ
此

煙
管
筒
ヲ
製
ス
ル
ノ
一
片
ヲ
（
吾
レ
ニ
投
ズ
ル
モ
亦
何
ゾ
費
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
吝
薔
モ
亦
甚
シ
カ
ラ
ズ
ャ
故
二
之
ヲ
得
ン
卜
欲
シ
テ
此
一
一

オ
ク
ロ
サ
ン
オ
カ
ミ
サ
ン

來
ル
ナ
リ
ト
炉
辺
二
筒
リ
両
手
自
ラ
膝
ヲ
擁
シ
テ
吸
煙
空
嚥
シ
自
ラ
其
祖
母
卜
母
ト
ヲ
指
テ
曰
ク
是
レ
負
慾
ナ
ル
後
室
卜
命
婦
ナ
リ
ト

（
平
民
ョ
リ
士
族
ノ
寡
婦
ヲ
指
テ
「
オ
ク
ロ
サ
ン
」
卜
云
フ
ハ
方
言
ニ
シ
テ
蓋
シ
「
オ
ク
ロ
サ
ン
」
ハ
「
オ
フ
ク
ロ
サ
ン
」
ノ
説
ナ
リ
）
予
復
夕
従

ム
ト
フ

容
懇
諭
シ
偽
言
百
出
以
テ
問
テ
曰
ク
汝
ヂ
何
人
ゾ
ヤ
患
者
笑
テ
曰
ク
吾
ハ
子
ガ
隣
家
ノ
彌
助
ノ
母
年
齢
七
十
八
亡
武
頭
庄
兵
衛
ノ
妻
ニ
シ

テ
名
ハ
さ
ん
卜
云
ヘ
ル
躯
ナ
リ
然
ル
ヲ
吾
ヲ
目
シ
テ
遠
郷
ノ
人
ノ
如
ク
ス
可
笑
々
々
（
其
年
齢
姓
名
共
一
一
符
合
ス
）
時
一
二
婦
人
来
テ
少
女

ノ
病
ヲ
訪
フ
患
者
煙
管
ヲ
揮
テ
曰
ク
子
ハ
曼
二
薪
ト
藁
卜
幾
許
ヲ
吾
二
借
リ
テ
往
ケ
リ
初
メ
暫
時
ノ
約
ナ
リ
今
二
之
ヲ
返
ヘ
サ
ズ
何
ゾ
速

二
返
償
セ
ザ
ル
ャ
ト
（
果
シ
テ
此
事
ア
リ
数
目
符
合
ス
該
婦
驚
キ
直
チ
ニ
老
嘔
ノ
家
一
一
返
償
ス
）
此
時
父
外
ョ
リ
帰
し
リ
患
者
恰
惇
ト
シ
テ
曰
ク

ダ
ン
ナ

主
人
帰
し
リ
主
人
怖
ル
ベ
シ
帰
去
来
々
々
々
乍
チ
走
リ
テ
避
ケ
ン
ト
欲
ス
父
大
二
怒
り
捕
ヘ
テ
之
ヲ
柱
二
縛
シ
槍
ヲ
取
テ
眼
辺
二
閃
カ
シ

テ
曰
ク
ー
槍
二
刺
サ
ン
若
シ
速
二
帰
ラ
ズ
ン
バ
許
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
患
者
色
ヲ
失
上
戦
懐
哀
泣
シ
テ
曰
ク
主
人
吾
ヲ
許
ル
セ
吾
レ
速
二
帰
ラ

ン
命
婦
モ
後
室
モ
吾
ヲ
救
へ
再
上
此
二
来
ラ
ザ
ル
ベ
シ
ト
遂
二
自
ラ
縛
ヲ
脱
シ
テ
走
り
彼
ノ
老
躯
ノ
家
二
至
り
其
子
ノ
膝
二
上
り
、
日
ク
、

ア
ニ

主
人
吾
ヲ
殺
サ
ン
ト
ス
吾
子
吾
ヲ
救
へ
卜
尚
オ
自
ラ
安
ン
ゼ
ズ
再
ピ
走
リ
テ
庭
上
二
出
デ
跣
然
倒
レ
テ
地
二
伏
ス
乃
チ
全
症
頓
二
去
ル

（
地
二
倒
ル
、
時
ハ
此
症
必
ス
退
ク
）
唯
身
体
虚
脱
シ
テ
精
神
特
二
衰
弱
シ
失
意
ス
ル
者
二
似
タ
リ
発
熱
頭
痛
ス
ル
事
大
約
二
十
四
時
間
二

（
地
二
倒
ル
、
時
ハ
僻

シ
テ
平
生
一
一
復
セ
リ
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文
字
が
う
か
ぶ
」
と
い
っ
た
も
の
は
と
ｈ

え
る
例
だ
け
を
し
ら
べ
た
。
と
り
あ
げ
１

判
例
は
そ
こ
に
は
い
れ
て
い
な
か
っ
た
。

で
あ
る
。
こ
う
い
う
点
で
、
持
ち
筋
地
帯
に
お
け
る
輝
き
も
の
の
軽
症
例
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
も
と
の
（
持
ち
筋
の
）
家
に
か
え
る
と

き
は
、
小
豆
飯
な
ど
の
ち
い
さ
な
お
供
え
物
あ
る
い
は
怨
み
の
も
と
の
品
を
も
ち
か
え
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
こ
と
が
お
お
い
。
ま
た
こ
の

例
で
少
女
は
、
隣
家
の
老
婆
で
あ
る
と
名
の
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
ら
し
い
動
作
も
し
て
い
る
し
、
ま
た
特
殊
な
察
知
能
力
（
お
見
舞
い
に

き
た
人
が
老
婆
の
家
か
ら
か
り
て
い
た
も
の
を
い
い
あ
て
る
）
も
し
め
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
例
も
源
き
も
の
の
例
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
も

と
り
あ
げ
た
の
は
、
一
八
七
九
年
の
江
澤
報
告
か
ら
一
九
○
二
年
ま
で
の
医
師
に
よ
る
痘
き
も
の
報
告
の
な
か
で
、
事
例
と
し
て
の
輪
郭

が
あ
る
程
度
ま
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
検
討
し
よ
う
と
し
た
項
目
の
記
載
が
あ
ま
り
に
不
充
分
な
も
の
は
と
り
あ
げ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
狐
つ
き
な
ど
と
し
て
記
載
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
狐
が
み
え
る
」
、
「
狐
に
こ
ろ
さ
れ
る
」
、
「
狐
の
こ
と
を
か
ん
が
え
る
と
、
狐
の

文
字
が
う
か
ぶ
」
と
い
っ
た
も
の
は
と
り
あ
げ
ず
、
の
り
う
つ
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
と
り
つ
い
て
い
る
（
す
く
な
く
と
も
身
ぢ
か
に
）
、
と
い

え
る
例
だ
け
を
し
ら
べ
た
。
と
り
あ
げ
た
も
の
の
大
部
分
は
、
ま
え
の
「
狐
瀝
き
研
究
史
」
で
紹
介
し
て
い
た
が
、
呉
が
あ
つ
め
て
い
た
裁

そ
こ
で
わ
た
し
は
、
さ
き
の
「
狐
瀝
き
研
究
史
」
で
提
起
し
た
問
題
の
な
か
で
、
持
ち
筋
地
帯
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
と
で
藤
き
も
の
の

発
現
形
態
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
っ
た
か
、
輝
き
も
の
の
発
現
に
祈
祷
は
ど
う
い
う
役
割
り
を
は
た
し
て
い
た
か
、
解
明
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み

た
。

の
で
あ
る
．

と
こ
ろ
で
、
江
澤
の
記
載
を
み
な
お
す
と
、
名
の
っ
て
い
る
老
婆
が
犬
神
持
ち
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
は
、
犬
神
の
姿
は
み
え
て

い
な
い
。
つ
い
て
い
る
の
は
老
婆
自
身
で
あ
る
よ
う
に
よ
め
る
。
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
は
犬
神
つ
き
で
な
く
て
生
き
霊
つ
き
で
あ
る
ま

し〕

か
0

二
、
し
ら
べ
た
事
例
と
検
討
し
た
項
目
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Ｈ
持
ち
筋
地
帯
の
も
の

最
終
的
に
と
り
あ
げ
た
事
例
の
の
っ
て
い
る
文
献
と
そ
れ
か
ら
の
事
例
数
と
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
江
澤
圭
磨
「
犬
神
附
或
ハ
狸
神
附
ノ
説
」
（
一
八
七
九
年
）
。
高
知
県
の
女
一
名
、
犬
神
つ
き
。

（
５
）

２
、
島
村
俊
一
「
島
根
県
下
狐
憲
病
取
調
報
告
」
（
一
八
九
二
’
九
三
年
）
。
一
八
九
一
年
島
根
県
調
査
。
人
狐
つ
き
は
女
二
名
、
男
四
名
、

野
狐
つ
き
が
男
一
名
、
計
一
六
名
。
こ
の
調
査
地
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
人
狐
（
ひ
と
ぎ
っ
ね
、
あ
る
い
は
に
ん
こ
）
が
持
ち
筋
の
家
で
か

わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
、
「
持
ち
筋
」
の
中
心
地
で
あ
る
。

３
、
呉
秀
三
文
書
。
呉
は
一
八
九
六
年
に
「
芸
備
医
事
」
誌
上
に
何
号
か
に
わ
た
り
、
ヨ
タ
ウ
ビ
ヤ
ウ
」
及
犬
神
二
関
ス
ル
見
聞
文
書
及

各
家
ノ
実
験
ノ
寄
贈
ヲ
莫
望
ス
」
る
む
ね
の
広
告
を
の
せ
、
こ
れ
に
こ
た
え
て
呉
に
よ
せ
ら
れ
た
文
言
一
○
通
が
の
こ
っ
て
い
る
目
付

け
の
は
い
っ
て
い
る
も
の
は
一
八
九
七
年
）
。
ま
た
そ
れ
ら
と
い
っ
し
ょ
に
、
瀝
き
も
の
を
お
い
だ
そ
う
と
し
て
死
に
い
た
ら
し
め
た
二
件

（
６
）

の
裁
判
記
録
の
写
し
が
あ
っ
た
。
「
呉
秀
三
文
書
」
と
し
て
『
近
代
庶
民
生
活
誌
⑳
病
気
・
衛
生
』
に
全
文
を
収
録
し
た
こ
れ
ら
事
例
か

ら
は
、
つ
ぎ
の
も
の
を
と
り
あ
げ
た
。

広
島
地
方
裁
判
所
判
決
、
一
八
九
一
年
。
広
島
県
、
狸
つ
き
の
老
婆
一
名
（
息
子
夫
婦
が
こ
の
老
婆
を
な
ぐ
り
火
責
め
に
し
て
死
に
い
た

ら
し
め
た
が
、
医
師
で
あ
る
息
子
お
よ
び
そ
の
妻
は
、
狸
つ
き
と
信
じ
て
い
て
罪
を
お
か
す
意
志
は
な
か
っ
た
、
と
し
て
無
罪
と
な
っ
て
い
る
）
。

島
根
県
。
一
八
八
五
年
に
お
こ
っ
た
石
州
津
和
野
狐
騒
動
記
録
。
野
狐
つ
き
の
女
一
名
。

広
島
地
方
裁
判
所
判
決
、
一
八
九
六
年
。
広
島
県
、
狸
つ
き
の
男
一
名
。

島
根
県
、
一
八
九
七
年
。
犬
神
つ
き
の
女
一
名
。

広
島
県
、
一
八
九
七
年
。
犬
神
つ
き
が
女
二
名
、
男
一
名
、
狐
つ
き
が
女
一
名
、
外
道
つ
き
が
男
二
名
（
計
六
名
）
。

呉
秀
三
文
書
か
ら
の
事
例
は
計
一
○
で
、
し
る
さ
れ
て
い
る
地
名
は
持
ち
筋
地
帯
の
も
の
で
あ
る
。

（
９
）

４
、
伊
藤
隼
三
「
狐
瀝
病
二
就
テ
（
一
八
九
四
年
）
。
鳥
取
県
で
人
狐
つ
き
の
女
一
名
。
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こ
う
し
て
、
持
ち
筋
地
帯
の
も
の
は
計
四
八
名
で
、
そ
の
地
域
は
島
根
県
、
徳
島
県
、
広
島
県
が
主
で
あ
る
。
持
ち
筋
地
帯
の
重
心
は

西
日
本
で
あ
っ
て
、
前
記
地
域
は
そ
の
分
布
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

１
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
精
神
病
学
教
室
（
巣
鴨
病
院
）
医
員
に
よ
る
「
精
神
病
患
者
実
験
記
事
」
。

ま
で
四
六
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
な
か
か
ら
、
つ
ぎ
の
も
の
を
え
ら
ん
だ
。

（
９
）

小
野
寺
義
郷
報
第
三
例
二
八
九
○
年
）
、
狐
つ
き
の
男
。

（
叩
）

田
邊
耕
民
報
第
四
例
（
一
八
九
○
年
）
、
猿
つ
き
の
女
。

（
Ⅱ
）

田
邊
耕
民
報
第
六
例
二
八
九
○
年
）
、
お
さ
き
つ
き
の
女
。

（
皿
）

田
邊
耕
民
報
第
七
例
（
一
八
九
○
年
）
、
狐
つ
き
の
男
。

（
昭
）

田
邊
耕
民
報
第
八
例
（
一
八
九
○
年
）
、
狐
つ
き
の
男
。

（
皿
）

田
邊
耕
民
報
第
二
例
（
一
八
九
○
年
）
、
狐
つ
き
の
男
。

（
胴
）

小
野
寺
義
郷
報
第
一
六
例
二
八
九
一
年
）
、
白
狐
・
猫
つ
き
の
男
。

（
略
）

小
野
寺
義
郷
報
第
一
七
例
（
一
八
九
一
年
）
、
小
蛇
つ
き
の
女
。

（
面
）

小
野
寺
義
郷
報
第
二
八
例
二
八
九
三
年
）
、
白
狐
（
三
匹
）
つ
き
の
女
。

口
非
持
ち
筋
地
帯
か
ら
の
散
発
例

（
８
）

５
、
荒
木
蒼
太
郎
「
徳
島
県
下
ノ
犬
神
侭
及
上
狸
艤
二
就
キ
テ
」
二
九
○
○
年
）
。
一
九
○
○
年
徳
島
県
調
査
。
犬
神
つ
き
が
女
一
二
名
、

８

男
二
名
、
狸
つ
き
が
女
五
名
（
う
ち
二
名
は
犬
神
も
）
、
生
き
霊
つ
き
が
女
二
名
（
う
ち
一
名
は
犬
神
も
）
で
、
実
人
数
計
二
○
名
。
こ
の
調

査
地
の
過
半
三
好
郡
は
犬
神
の
淵
藪
で
、
一
切
の
病
気
は
ま
ず
犬
神
の
せ
い
と
さ
れ
、
し
か
も
犬
神
は
特
定
の
家
（
「
犬
神
筋
」
）
で
か
わ

れ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
美
馬
郡
に
は
犬
神
は
す
ぐ
な
く
、
狸
つ
き
が
お
お
く
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
三
好
郡
に
隣
接
し
て
い

る
○

一
八
九
○
年
か
ら
一
八
九
六
年

（8）



に
は
と
ら
な
か
っ
た
。

（
鋤
）

２
、
若
杉
喜
三
郎
「
所
謂
「
狐
附
キ
」
患
者
ノ
実
験
」
二
八
九
一
年
）
。
新
潟
市
で
、
狐
つ
き
の
女
一
名
。

（
皿
）

３
、
榊
俶
「
狐
瀝
病
に
就
て
」
二
八
九
三
年
）
。
狐
つ
き
の
女
五
名
お
よ
び
男
六
名
で
、
う
ち
女
の
一
名
に
は
生
き
霊
も
つ
い
て
い
た
。
記

・
載
中
の
女
の
一
名
は
、
狐
が
み
え
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
、
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
巣
鴨
病
院
入
院
の
人
。

（
魂
）

４
、
荒
木
蒼
太
郎
「
附
瀝
狂
二
就
キ
テ
」
（
一
九
○
○
年
）
。
こ
こ
に
は
九
事
例
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
工
員
六
名
（
女
四
、
男
二
）
の
集

団
狸
つ
き
は
記
載
が
簡
単
す
ぎ
る
の
で
、
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。
あ
と
の
三
例
は
、
金
神
つ
き
の
女
一
名
、
狸
つ
き
の
男
一
名
、
狸
・

蛇
・
狐
つ
き
の
男
一
名
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
岡
山
市
の
住
民
。

（
羽
）

５
、
門
脇
眞
枝
「
狐
侭
病
新
論
」
（
一
九
○
二
年
）
。
こ
れ
は
巣
鴨
病
院
に
お
け
る
著
者
の
実
験
例
二
一
を
あ
げ
て
い
る
が
、
う
ち
二
例
は
、

狐
の
字
が
う
か
ぶ
、
妻
子
が
蛇
や
狐
に
み
え
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
、
狐
つ
き
と
す
る
に
は
適
当
で
な
い
。
の
こ
る
一
九
例
は
、
狐
つ

き
が
女
一
二
名
（
う
ち
一
名
は
龍
も
）
、
男
五
名
、
お
さ
き
つ
き
が
男
一
名
、
山
狐
つ
き
が
男
一
名
で
あ
る
。

こ
の
非
持
ち
筋
地
帯
の
事
例
は
女
二
四
名
、
男
二
一
名
の
計
四
五
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
名
は
岡
山
市
、
一
名
は
新
潟
市
、
の
こ
る

四
一
名
は
巣
鴨
病
院
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
精
神
病
患
者
実
験
記
事
」
の
事
例
と
榊
報
告
例
と
が
重
複
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

記
載
内
容
か
ら
し
て
重
複
は
な
い
と
判
断
し
た
。
巣
鴨
病
院
例
で
出
身
地
、
現
住
所
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
数
で
あ
る
。
巣
鴨
病

（
別
、
鋸
）

院
に
入
院
す
る
の
は
、
東
京
都
お
よ
び
近
県
の
者
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
石
塚
尊
俊
に
よ
る
と
岡
山
市
、
新
潟
市
に
持
ち
筋
の
残
留
は
な

く
、
関
東
地
方
で
は
少
数
で
あ
る
。
門
脇
記
載
中
の
お
さ
き
は
、
僧
侶
が
つ
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
四
五
名
は
非
持
ち

（
肥
）

井
村
忠
介
報
第
三
八
例
二
八
九
四
年
）
、
狐
狸
つ
き
の
男
。

（
⑬
）

井
村
忠
介
報
第
三
九
例
（
一
八
九
四
年
）
、
野
狐
つ
き
の
女
。

右
記
の
も
の
は
女
が
計
五
名
、
男
が
計
六
名
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
先
行
す
る
榊
俶
報
「
精
神
病
者
書
類
集
」
（
一
八
八
八
’
九
○
年
）

の
二
九
例
に
は
狐
に
関
す
る
も
の
が
二
例
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
狐
の
幻
視
お
よ
び
さ
ま
ざ
ま
な
幻
視
を
狐
の
魔
術
と
す
る
も
の
で
、
こ
こ

テ
ー
０

{q1
Rqノノ
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つ
ぎ
に
持
ち
筋
地
帯
（
こ
れ
か
ら
は
甲
地
と
し
る
す
）
お
よ
び
非
持
ち
筋
地
帯
（
あ
と
は
乙
地
と
し
る
す
）
の
事
例
を
い
く
つ
か
み
て
お
こ
う
。

〔
甲
地
第
一
例
（
呉
秀
三
文
書
そ
の
五
）
〕
一
二
、
三
歳
の
男
子
、
か
っ
て
著
病
な
し
。
俄
然
感
冒
様
の
頭
痛
・
微
熱
・
全
身
怠
脱
・
無
食

欲
。
二
、
三
日
し
て
奇
異
な
顔
貌
で
食
を
も
と
め
て
、
二
、
三
椀
を
食
し
て
な
お
「
菓
子
が
く
い
た
い
、
小
豆
飯
が
く
い
た
い
」
と
い
う
。

母
が
異
な
こ
と
と
「
ど
う
し
た
の
か
」
と
と
え
ば
「
わ
れ
は
ち
ょ
っ
と
他
か
ら
き
た
」
と
い
う
。
父
が
「
何
者
で
ど
こ
か
ら
き
た
」
と
と
う

に
、
口
を
と
じ
て
い
る
。
つ
よ
く
た
ず
ね
る
と
虚
言
を
も
っ
て
あ
ざ
む
こ
う
と
す
る
。
傍
人
が
「
こ
れ
は
犬
神
だ
、
外
道
だ
」
、
「
劇
問
し
て

事
実
を
い
わ
せ
よ
う
、
事
実
を
い
わ
ね
ば
そ
の
法
を
し
て
神
明
に
い
の
り
そ
の
身
を
せ
め
く
だ
い
て
も
い
わ
せ
よ
う
」
と
い
え
ば
、
「
自
分
は

何
何
の
意
恨
が
あ
る
、
何
月
何
日
に
白
米
を
何
程
か
か
し
た
の
に
か
え
し
て
も
ら
え
ぬ
、
わ
ず
か
な
の
で
催
促
も
せ
ず
に
い
た
が
、
わ
す
れ

ず
に
そ
の
一
念
で
き
た
、
ま
た
、
所
望
さ
れ
て
あ
げ
た
も
の
が
お
し
く
て
き
た
」
な
ど
い
う
。
「
じ
ゃ
そ
の
物
は
か
え
し
て
や
る
か
ら
か
え
る

か
」
、
「
赤
飯
を
た
い
て
藁
す
ぽ
に
入
れ
て
幣
帛
を
そ
の
う
え
に
た
て
、
法
人
に
依
頼
し
て
祈
念
し
わ
が
家
の
ほ
う
へ
お
く
っ
て
く
れ
れ
ば
、

か
え
る
」
。
そ
の
準
備
を
し
て
、
き
た
方
位
に
お
く
り
だ
す
と
患
者
は
自
分
で
あ
る
き
、
門
外
に
で
る
と
地
に
た
お
れ
て
一
時
人
事
不
省
。
傍

人
が
家
に
つ
れ
か
え
り
、
看
護
し
薬
を
あ
た
え
る
と
さ
め
た
。
身
体
が
衰
弱
し
て
い
た
が
二
、
三
日
で
元
気
に
復
し
た
。

（
要
約
）
物
品
に
か
か
わ
る
か
る
い
怨
み
か
ら
犬
神
は
そ
の
家
の
子
ど
も
に
つ
い
た
。
微
蒄
か
ら
異
貌
を
呈
し
、
傍
人
に
せ
め
ら
れ
て
持

ち
筋
の
人
で
あ
る
か
に
応
答
。
源
き
の
状
態
の
ほ
か
の
精
神
症
状
は
わ
ず
か
で
、
単
純
病
像
と
い
え
る
。
数
日
の
経
過
で
全
快
。

〔
甲
地
第
二
例
（
呉
秀
三
文
書
そ
の
八
）
〕
三
八
歳
の
男
。
ふ
と
っ
て
い
て
歩
行
時
に
ふ
ら
つ
い
て
い
た
。
黙
し
て
い
わ
ず
。
自
分
（
医
師
）

が
つ
よ
く
病
苦
を
と
う
に
、
「
自
分
は
病
気
で
は
な
い
、
周
囲
に
狐
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
お
っ
て
く
れ
、
自
分
に
は
み
え
る
」
と
い
う
。
患

筋
地
帯
の
も
の
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
持
ち
筋
地
帯
か
ら
の
四
八
名
お
よ
び
非
持
ち
筋
地
帯
か
ら
の
四
五
名
が
え
ら
れ
た
。
す
こ
し
数
が
そ
ろ
い
す
ぎ
て
い
る
が
、

悪
き
も
の
の
精
神
病
学
的
記
載
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
の
は
（
近
年
の
も
の
は
別
に
し
て
）
一
九
○
二
年
ま
で
な
の
で
、
そ
こ
で
き
っ
た

ら
ほ
ぼ
同
等
の
数
字
と
な
っ
た
。
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者
の
寝
具
に
黄
黒
色
の
毛
が
つ
い
て
い
る
。
寝
具
を
と
り
か
え
た
が
、
大
勢
が
と
り
か
こ
ん
で
い
る
な
か
で
い
つ
の
間
に
か
ま
た
毛
が
つ
い

て
い
た
。
催
眠
の
た
め
抱
水
ク
ロ
ラ
ー
ル
ニ
・
○
を
服
さ
せ
た
が
無
効
。
か
さ
ね
て
モ
ル
ヒ
ネ
○
・
一
五
を
注
入
し
た
が
無
効
。
臭
剥
四
・

○
苦
味
チ
ン
キ
ニ
・
○
を
一
日
量
と
し
て
あ
た
え
て
、
患
家
を
辞
し
た
（
こ
の
病
い
に
は
催
眠
剤
は
き
か
ぬ
）
。
翌
日
い
っ
て
様
子
を
き
い
た
。

夜
に
な
っ
て
も
ね
な
い
の
で
、
狐
が
つ
い
た
に
ち
が
い
な
い
と
神
官
を
よ
ん
で
祈
祷
し
て
も
ら
っ
た
。
神
官
に
さ
ん
ざ
ん
せ
ま
ら
れ
て
、
西

に
八
丁
の
某
か
ら
き
て
爪
の
間
か
ら
は
い
っ
た
。
こ
の
家
に
は
金
穀
が
沢
山
あ
る
の
が
う
ら
や
ま
し
く
て
き
た
、
自
分
は
某
家
の
床
下
に
巣

を
つ
く
っ
て
い
て
、
七
五
匹
い
る
、
と
い
う
。
「
飯
を
く
わ
せ
て
や
る
か
ら
か
え
れ
」
と
い
わ
れ
て
病
人
は
一
升
あ
ま
り
の
飯
を
く
っ
て
戸
口

ま
で
お
く
ら
れ
て
、
そ
こ
で
た
お
れ
気
を
う
し
な
っ
た
。
そ
し
て
今
朝
ま
で
熟
睡
し
た
、
と
の
こ
と
。
病
人
は
、
一
昨
日
か
ら
の
病
苦
は
し

ら
ぬ
と
い
い
、
昨
日
の
往
診
も
し
ら
ぬ
、
た
だ
頭
痛
で
精
神
不
快
で
ね
む
っ
た
、
と
い
う
。
臭
剥
を
二
・
○
に
減
じ
内
服
さ
せ
た
と
こ
ろ
一

（
要
約
）
富
み
の
う
ら
や
ま
し
さ
か
ら
近
所
の
家
か
ら
つ
い
た
狐
。
患
者
は
微
志
か
ら
狐
の
幻
視
を
呈
し
、
神
官
に
せ
め
ら
れ
て
狐
で
あ

る
と
み
と
め
る
（
や
や
複
雑
な
病
像
、
し
か
も
狐
の
毛
ら
し
い
も
の
が
つ
い
た
の
を
報
告
者
で
あ
る
医
師
も
み
と
め
て
い
る
）
。
数
日
で
全
快
。
葱

き
も
の
状
態
で
は
催
眠
剤
は
き
か
な
か
っ
た
。

〔
甲
地
第
三
例
（
島
村
報
告
の
○
賀
某
女
）
〕
現
在
四
三
歳
の
既
婚
婦
。
三
年
前
産
後
に
「
盆
餅
を
食
せ
ん
た
め
に
き
た
」
と
大
声
し
、
躁

狂
状
態
週
余
。
し
ば
ら
く
し
て
鎭
静
し
て
痴
呆
状
。
一
年
し
て
祈
祷
に
よ
り
人
狐
つ
き
と
わ
か
る
。
祈
祷
に
よ
り
治
せ
ず
、
現
在
精
神
痴
鈍

で
外
来
の
刺
激
に
反
応
せ
ず
、
続
発
痴
狂
の
状
態
。
自
分
で
も
人
狐
つ
き
と
い
う
。

（
要
約
）
産
後
に
発
し
か
な
り
複
雑
な
精
神
病
像
を
呈
し
て
い
て
、
祈
祷
に
よ
り
人
狐
つ
き
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
由
来
、
つ
い
た
動
機
は

わ
か
ら
な
い
。
自
分
で
も
人
狐
つ
き
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
、
自
分
が
人
狐
で
あ
る
と
発
言
す
る
の
と
は
ち
が
っ
て
、
他
か
ら

人
狐
つ
き
と
さ
れ
た
の
を
受
動
的
に
う
け
い
れ
て
の
発
言
）
。
全
経
過
現
在
ま
で
に
三
年
。

〔
甲
地
第
四
例
（
島
村
報
告
の
○
山
某
女
）
〕
二
六
歳
の
既
婚
婦
で
、
四
年
前
よ
り
人
狐
つ
き
病
に
か
か
っ
た
と
い
う
。
某
家
よ
り
田
地
を

向
日
で
全
快
。
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か
い
い
れ
た
が
同
家
は
人
狐
持
ち
で
、
人
狐
は
そ
の
田
地
に
つ
い
て
き
て
、
該
婦
に
つ
い
た
と
さ
れ
る
。
腹
部
に
水
が
た
ま
っ
て
二
年
間
腹

部
に
痛
み
が
あ
っ
た
の
は
、
人
狐
の
出
入
り
す
る
た
め
と
信
じ
て
い
る
。
精
神
的
発
作
は
な
か
っ
た
。
診
察
す
る
に
腹
部
膨
大
し
て
妊
娠
七

か
月
の
婦
人
の
よ
う
で
、
触
す
る
に
か
た
い
。
卵
巣
雲
腫
か
。

（
要
約
）
慢
性
身
体
疾
患
を
、
購
入
し
た
田
地
に
つ
い
て
き
た
人
狐
に
よ
る
も
の
と
み
ず
か
ら
み
と
め
て
い
る
が
、
人
狐
つ
き
と
し
て
の

異
常
言
動
は
呈
し
て
い
な
い
。
経
過
は
現
在
ま
で
四
年
。

〔
甲
地
第
五
例
（
荒
木
報
告
第
三
例
）
〕
六
○
歳
の
寡
婦
。
二
六
歳
で
嫁
し
た
が
舅
姑
が
よ
く
な
い
の
で
所
有
の
衣
類
を
も
っ
て
に
げ
か
え

り
、
現
在
の
家
に
嫁
し
た
。
四
○
歳
ご
ろ
か
ら
祈
祷
時
に
、
初
嫁
の
家
の
姑
の
生
き
霊
が
う
か
ん
で
、
「
衣
類
を
さ
し
お
さ
え
た
か
っ
た
の
に

に
げ
ら
れ
て
残
念
だ
、
そ
れ
だ
か
ら
丑
の
刻
参
り
を
し
て
一
八
本
の
釘
を
う
っ
た
」
な
ど
口
ば
し
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
四
九
歳
時
に
胸

部
苦
悩
眩
量
を
発
し
て
手
を
う
ち
お
ど
る
こ
と
あ
り
。
大
師
を
み
ず
か
ら
い
の
る
と
す
ぐ
に
全
身
が
ふ
る
え
て
、
「
何
某
か
ら
き
た
犬
神
だ
、

こ
の
女
を
こ
ろ
し
て
や
る
」
と
い
う
。
そ
の
犬
神
は
数
家
か
ら
き
て
い
る
が
、
そ
の
お
も
な
も
の
は
、
夫
が
存
命
中
に
し
ば
し
ば
金
を
か
し

て
い
た
甲
家
と
、
夫
が
薪
売
買
の
周
旋
の
件
で
も
め
て
い
た
乙
家
。
現
在
冑
部
苦
悩
眩
量
、
下
腿
冷
感
、
左
腸
骨
部
よ
り
胄
部
に
む
か
っ
て

棒
状
物
上
行
し
、
病
者
は
犬
神
お
よ
び
生
き
霊
の
掻
き
に
よ
っ
て
や
ん
だ
と
信
じ
て
い
る
。
右
肩
甲
部
に
倦
怠
感
っ
よ
く
、
こ
こ
が
犬
神
の

巣
な
り
と
い
う
。
談
話
中
に
も
、
無
言
で
体
を
ゆ
す
り
両
拳
を
う
ち
あ
わ
せ
左
手
で
右
肩
を
う
つ
な
ど
の
運
動
を
一
四
、
五
分
。
お
わ
っ
て

き
く
と
、
自
然
に
発
す
る
運
動
で
抑
制
で
き
な
い
と
。
こ
れ
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
性
運
動
発
作
で
あ
る
。

（
要
約
）
ま
え
の
婚
家
の
姑
の
執
念
か
ら
の
生
き
霊
と
夫
の
金
銭
関
係
の
も
つ
れ
か
ら
の
犬
神
と
、
両
方
つ
い
て
い
る
。
自
分
か
ら
か
つ

て
の
姑
と
、
ま
た
犬
神
と
名
の
る
。
異
常
体
験
、
異
常
運
動
発
作
を
と
も
な
う
複
雑
な
病
像
で
、
経
過
も
な
が
い
。

〔
乙
地
第
一
例
（
田
邊
耕
民
報
「
精
神
病
患
者
実
験
記
事
」
第
六
例
）
〕
放
浪
し
て
い
た
流
し
芸
人
の
女
、
四
八
歳
。
挙
動
奇
異
で
警
察
署
か

ら
病
院
に
護
送
さ
れ
て
き
た
。
浅
草
観
音
に
祈
願
中
猫
の
児
大
の
お
さ
き
狐
が
つ
い
た
。
こ
れ
は
夷
人
が
狐
で
自
分
を
魔
し
た
の
で
あ
る
。

夷
人
は
邪
蘇
宗
を
ひ
ろ
め
よ
う
と
狐
を
つ
か
っ
て
い
る
、
自
分
は
そ
の
狐
を
体
内
に
封
じ
こ
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
狐
が
な
か
で
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（
要
約
）
経
済
苦
慮
に
は
じ
ま
っ
た
う
っ
状
態
に
つ
づ
く
躁
狂
状
態
（
誇
大
妄
想
、
興
奮
状
態
）
。
代
者
を
た
て
て
の
祈
祷
で
狐
つ
き
と
さ

れ
、
み
ず
か
ら
も
狐
か
と
お
も
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
年
あ
ま
り
の
経
過
で
治
癒
。

〔
乙
地
第
三
例
（
若
杉
喜
三
郎
報
告
例
）
〕
新
潟
市
、
二
二
歳
の
既
婚
婦
。
一
年
前
か
ら
の
胃
部
不
快
感
が
ま
し
、
さ
ら
に
心
悸
高
進
な
ど

あ
っ
て
「
し
に
そ
う
」
と
い
う
。
患
者
は
そ
の
ま
え
越
後
国
出
湯
村
の
神
（
オ
ン
バ
様
）
を
祈
祷
せ
し
こ
と
数
回
。
先
年
こ
こ
か
ら
は
四
人
の

狐
つ
き
が
で
た
が
祈
祷
で
治
せ
り
（
隣
家
妻
君
も
そ
の
一
人
）
と
。
往
診
す
る
と
平
温
だ
が
脈
は
二
○
、
胃
部
痛
あ
り
、
と
き
ど
き
四
肢
に

プ
。
、
と
○

く
る
し
む
声
が
き
こ
え
る
。
狐
は
実
体
の
な
い
気
で
あ
る
。
ま
た
、
洋
風
に
な
っ
た
の
は
す
べ
て
邪
蘇
宗
に
毒
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
と
き

に
は
、
月
の
子
・
星
様
、
皇
帝
の
叔
母
な
り
と
い
う
。
空
中
に
鯨
を
幻
視
、
被
害
妄
想
、
象
や
動
物
の
気
が
は
い
ろ
う
と
し
て
い
る
と
目
を

と
じ
耳
孔
に
紙
な
ど
を
つ
め
る
。
し
ば
し
ば
絶
食
し
、
入
院
後
二
年
半
で
死
亡
。

（
要
約
）
祈
願
を
機
に
夷
人
に
お
さ
き
狐
（
こ
こ
で
は
お
さ
き
は
狐
で
あ
る
）
を
つ
け
ら
れ
た
と
み
ず
か
ら
い
う
。
狐
は
体
内
に
あ
る
気
だ

が
、
そ
の
声
が
き
こ
え
る
こ
と
も
あ
る
。
き
わ
め
て
複
雑
な
病
像
で
、
二
年
半
の
経
過
で
死
亡
。

〔
乙
地
第
二
例
（
田
邊
耕
民
報
「
精
神
病
患
者
実
験
記
事
」
第
七
例
）
〕
三
七
歳
の
日
蓮
宗
某
寺
住
職
。
寺
の
貧
困
を
苦
慮
し
て
い
た
が
、
憂

悶
は
な
は
だ
し
く
閉
居
し
て
連
酒
。
つ
づ
い
て
多
弁
と
な
り
、
し
き
り
に
で
あ
る
く
、
諸
僧
こ
れ
を
霊
か
狐
狸
の
わ
ざ
と
し
て
祈
祷
を
ほ
ど

こ
す
こ
と
に
し
た
が
、
本
人
応
ぜ
ず
。
そ
こ
で
代
者
に
祈
祷
を
う
け
さ
せ
た
。
本
人
も
そ
の
そ
ば
で
祈
祷
に
く
わ
わ
る
。
代
人
は
、
自
分
は

狐
で
こ
の
人
（
病
者
）
が
美
食
す
る
の
で
、
そ
れ
に
あ
ず
か
ろ
う
と
つ
い
た
、
し
か
し
連
日
の
祈
祷
の
た
め
つ
い
て
お
れ
ぬ
か
ら
退
散
す
る
、

と
い
う
。
数
日
平
穏
で
い
た
の
ち
、
本
人
は
躁
状
と
な
り
無
銭
で
登
楼
し
し
き
り
に
物
品
を
も
と
め
る
の
で
、
入
院
と
な
っ
た
。
裸
に
な
り

不
眠
、
放
歌
、
乱
舞
の
状
態
で
、
大
僧
正
な
り
な
ど
の
誇
大
妄
想
を
呈
し
た
。
ま
た
「
我
れ
に
七
面
山
が
つ
い
た
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を

ほ
こ
っ
た
。
左
鼻
翼
を
か
き
む
し
り
そ
こ
に
潰
瘍
生
じ
欠
損
す
る
に
い
た
る
。
入
院
後
半
年
余
で
ほ
ぼ
お
ち
つ
く
。
発
揚
体
験
は
ほ
ぼ
記
憶

し
て
い
る
が
、
鼻
翼
か
き
む
し
り
な
ど
の
記
憶
は
な
い
。
狐
に
つ
い
て
は
、
代
人
の
い
う
よ
う
に
狐
が
つ
い
た
の
か
と
お
も
っ
た
こ
と
も
あ
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痙
童
。
そ
の
の
ち
感
冒
で
興
奮
状
と
な
っ
た
が
、
い
ち
お
う
お
ち
つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
隣
家
の
妻
君
が
、
狐
狸
の
せ
い
だ
ろ
う
と
患
者
母
に

か
た
っ
た
。
母
が
老
婆
と
治
方
を
は
か
っ
た
の
を
患
者
が
き
き
つ
け
、
自
分
は
オ
ン
バ
様
お
使
い
の
狐
だ
、
隣
家
の
妻
君
に
あ
ば
か
れ
た
か

ら
に
は
か
く
せ
な
い
、
狐
だ
か
ら
薬
は
い
ら
ぬ
、
と
。
そ
こ
で
市
内
の
オ
ン
バ
様
祈
祷
所
で
祈
祷
す
る
と
、
狐
つ
き
と
わ
か
る
。
油
揚
げ
と

小
豆
飯
と
を
も
っ
て
く
れ
ば
さ
ろ
う
と
い
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
祈
祷
所
に
あ
げ
た
。
そ
の
あ
と
家
に
も
ど
っ
て
、
さ
る
よ
う
に
狐
に
い
っ

た
が
、
「
こ
こ
の
飯
が
も
っ
と
う
ま
い
の
で
さ
り
が
た
い
」
と
、
四
肢
を
も
っ
て
は
い
あ
る
き
、
諸
所
の
匂
い
を
か
ぎ
身
体
を
回
転
さ
せ
る
な

（
要
約
）
微
蒜
か
ら
四
肢
痙
筆
な
ど
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
状
を
呈
し
て
い
た
。
周
囲
で
狐
つ
き
だ
ろ
う
と
い
う
の
を
き
き
つ
け
て
か
ら
、
「
自

分
は
狐
で
人
間
で
は
な
い
」
と
い
い
、
さ
ら
に
は
狐
様
の
動
作
を
し
た
（
変
身
妄
想
）
。
そ
の
後
の
経
過
は
不
明
。

〔
乙
地
第
四
例
（
榊
俶
論
文
の
妄
覚
第
三
例
）
〕
四
四
歳
の
男
。
盗
難
に
あ
っ
て
か
ら
夜
番
を
し
て
い
て
精
神
が
み
だ
れ
て
服
薬
し
て
い
た

が
、
三
か
月
し
て
腹
部
で
話
し
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。
二
匹
の
竹
筒
の
よ
う
な
狐
が
そ
こ
に
は
い
っ
て
い
て
ゴ
ソ
ゴ
ソ
う
ご
き
、
交
接
し

て
無
数
の
子
が
で
き
、
体
内
に
い
る
。
こ
の
た
め
冑
、
腕
脚
の
肉
く
い
と
ら
れ
、
眉
毛
も
き
ら
れ
、
狐
の
声
が
耳
に
き
こ
え
て
い
る
と
。
ま

た
ち
い
さ
な
塵
を
動
物
で
あ
る
と
し
め
す
。

（
要
約
）
神
経
衰
弱
様
状
態
に
つ
づ
く
狐
つ
き
だ
が
、
体
内
の
異
常
感
覚
が
主
で
、
幻
聴
幻
視
も
あ
る
。

〔
乙
地
第
五
例
（
榊
俶
論
文
の
、
周
囲
か
ら
狐
悪
病
と
み
ら
れ
た
第
四
例
）
〕
二
九
歳
の
男
。
多
弁
に
な
り
、
牛
肉
を
一
○
○
斤
か
っ
て
こ
い
、

御
馳
走
し
て
や
る
、
な
ど
と
い
い
、
ま
た
目
的
な
く
人
力
車
で
は
し
り
ま
わ
る
躁
狂
の
状
態
と
な
る
。
そ
こ
に
見
舞
い
の
人
が
「
お
前
さ
ん

に
狐
が
つ
い
て
い
る
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
四
ん
這
い
に
な
っ
て
「
白
狐
様
が
つ
い
て
い
る
か
ら
金
と
米
と
を
も
っ
て
こ
い
」
と
い
う
。
見

舞
い
の
人
は
そ
れ
を
信
じ
て
米
、
金
を
も
っ
て
き
た
（
患
者
は
狐
つ
き
で
な
い
こ
と
を
し
っ
て
い
た
）
。
入
院
し
て
す
こ
し
よ
く
な
っ
た
が
、
脚

気
で
死
亡
。

た
が
、
「

ど
し
た
。（

要
約
）
躁
狂
と
な
っ
た
が
、
周
囲
か
ら
狐
つ
き
と
い
わ
れ
て
、
狐
つ
き
を
よ
そ
お
っ
た
一
種
伴
病
で
あ
る
。
二
か
月
で
死
亡
。
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〔
乙
地
第
六
例
（
門
脇
著
書
第
一
章
第
三
例
）
〕
二
二
歳
女
。
新
婚
初
夜
よ
り
精
神
変
調
。
某
法
華
寺
の
加
持
で
狐
つ
き
と
み
と
め
ら
れ
、

一
種
の
催
眠
術
を
う
け
た
。
主
僧
は
熟
睡
し
た
患
者
と
一
時
間
密
室
に
い
た
。
家
に
か
え
っ
た
そ
の
夜
患
者
は
蛇
が
陰
門
か
ら
は
い
っ
た
と

さ
わ
い
だ
。
こ
う
し
て
精
神
病
は
増
悪
し
て
慢
性
と
な
り
、
患
者
は
な
お
巣
鴨
の
病
室
に
い
る
。

（
要
約
）
不
明
精
神
病
の
女
が
狐
つ
き
と
さ
れ
、
加
持
を
名
目
に
僧
侶
か
ら
強
姦
さ
れ
て
精
神
症
状
悪
化
。

そ
こ
で
、
上
記
の
要
約
の
と
こ
ろ
に
し
め
し
た
よ
う
な
項
目
を
甲
地
事
例
お
よ
び
乙
地
事
例
に
つ
い
て
か
ぞ
え
、
そ
の
結
果
を
比
較
し
カ

ィ
ニ
乗
検
定
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
甲
地
第
五
例
で
は
生
き
霊
と
犬
神
と
が
く
つ
く
っ
に
つ
い
て
い
る
。
こ
の
ば
あ
い
は
一
人
で
綴
き
現
象
と

し
て
は
二
例
と
か
ぞ
え
る
。
こ
う
い
っ
た
重
複
源
き
事
例
は
甲
地
で
二
名
、
乙
地
で
二
名
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
源
き
現
象
と
し
て
は
甲
地
群

は
五
○
例
、
乙
地
群
は
四
七
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
四
名
の
ほ
か
に
異
種
重
複
の
態
き
は
甲
地
で
犬
神
と
狸
と
が
二
名
、
乙
地
で
狐
と
狸
と
が

一
名
、
狐
・
天
理
王
尊
・
龍
が
一
名
、
狸
・
蛇
・
狐
が
一
名
、
狸
狐
が
一
名
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
記
載
は
最
初
の
も
の
に
関
す

る
も
の
が
主
で
、
あ
と
の
も
の
は
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
葱
き
も
の
の
種
類
と
し
て
は
最
初
の
も
の
に
い
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
甲
地
四
八
名
五
○
例
、
乙
地
四
五
名
四
七
例
に
つ
い
て
、
病
者
の
性
別
お
よ
び
年
齢
、
瀝
き
も
の
に
先
行
す
る
準
備

状
態
、
つ
い
た
も
の
、
つ
い
た
も
の
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
、
つ
く
動
機
と
な
る
怨
み
な
ど
、
一
家
の
な
か
で
弱
者
に
つ
い
た
例
数
、
そ
の
状

態
を
源
き
も
の
と
み
と
め
た
の
は
だ
れ
か
、
痘
き
も
の
状
態
は
精
神
医
学
的
に
ど
う
い
う
も
の
か
、
源
き
も
の
状
態
の
期
間
、
葱
き
も
の
状

態
は
単
純
な
病
像
か
複
雑
な
病
像
か
、
と
い
っ
た
点
を
か
ぞ
え
た
。
な
お
、
甲
地
事
例
に
入
院
し
た
も
の
は
な
く
、
乙
地
事
例
で
は
四
一
名

が
入
院
例
、
一
名
は
非
入
院
例
、
荒
木
報
告
の
三
名
は
い
ず
れ
か
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
入
院
例
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
各
事
例
記
載
の
精
疎
は
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
ま
た
前
段
の
記
載
と
後
段
の
記
載
と
が
く
い
ち
が
う
も
の
も
あ
る
。
そ

こ
で
上
記
項
目
に
つ
い
て
の
判
断
に
い
く
ら
か
の
窓
意
性
は
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
。
経
過
の
な
か
で
状
態
が
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
ば

あ
い
は
最
近
の
、
記
載
の
く
わ
し
い
部
分
を
と
っ
た
。
祈
祷
で
は
犬
神
つ
き
と
さ
れ
た
が
病
者
は
狸
と
お
も
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
事
例
は

本
人
の
考
え
に
そ
っ
て
狸
つ
き
と
し
た
。

1反
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Ｈ
性
別
甲
地
で
は
女
三
四
名
（
七
○
・
八
％
）
、
男
一
四
名
（
二
九
・
二
％
）
、
乙
地
で
は
女
二
四
名
（
五
三
・
三
％
）
、
男
一
二
名
（
四
六
・

七
％
）
で
、
甲
地
で
は
乙
地
に
お
け
る
よ
り
も
女
が
お
お
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
差
は
統
計
的
有
意
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
。

口
年
齢
甲
地
で
二
○
歳
ま
で
が
一
二
名
三
五
・
○
％
）
、
一
二
’
四
○
歳
が
一
二
名
（
四
三
・
六
％
）
、
四
一
’
六
○
歳
が
一
二
名
三

五
・
○
％
）
、
六
一
歳
以
上
が
二
名
（
四
・
二
％
）
、
年
齢
不
明
が
一
名
三
・
一
％
）
で
あ
る
。
乙
地
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
四
名
（
八
・
九
％
）
、
二

四
名
（
五
三
・
三
％
）
、
一
四
名
（
三
一
・
一
％
）
、
一
名
（
二
・
二
％
）
、
二
名
（
四
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
齢
分
布
で
目
だ
っ
の
は

甲
地
で
二
○
歳
ま
で
の
人
が
お
お
い
点
で
、
こ
の
違
い
は
○
・
○
五
有
意
水
準
に
あ
る
。

第
六
項
目
で
一
家
に
む
け
ら
れ
た
怨
み
が
弱
者
に
で
て
く
る
数
を
か
ぞ
え
て
い
る
が
、
前
項
、
本
項
と
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
甲

地
で
藤
き
も
の
に
か
か
る
の
は
女
、
年
少
者
、
虚
弱
者
に
お
お
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
数
字
の
う
え
で
も
し
め
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

日
先
行
す
る
準
備
状
態
甲
地
事
例
で
は
感
冒
様
症
状
な
ど
の
微
蒜
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
が
お
お
い
（
た
と
え
ば
、
江
澤
報
告
例
）
。
葱

き
も
の
に
は
こ
の
ほ
か
、
家
庭
不
和
や
近
隣
と
の
緊
張
関
係
な
ど
に
よ
る
心
痛
、
ま
た
、
あ
ち
こ
ち
の
痛
み
・
し
び
れ
・
め
ま
い
．
か
る
い

運
動
障
害
な
ど
の
か
る
い
身
体
不
調
が
先
行
し
て
い
る
例
、
大
酒
が
先
行
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
行
す
る
微
蒄
、
心
痛
、
身
体

不
調
、
大
酒
を
か
ぞ
え
た
。
甲
地
の
五
○
例
で
微
蒜
は
一
○
例
（
二
○
・
○
％
）
、
心
痛
が
七
例
（
一
四
・
○
％
）
、
身
体
不
調
が
二
例
（
一
三
・

○
％
）
に
み
ら
れ
、
大
酒
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
一
例
で
は
微
蒜
と
心
痛
と
が
あ
っ
た
。
乙
地
の
四
七
例
で
は
微
惹
先
行
は
な
く
、
心

痛
が
一
四
例
（
二
九
・
八
％
）
、
身
体
不
調
が
七
例
二
四
・
九
％
）
、
大
酒
が
二
例
（
四
・
三
％
）
に
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
微
蒄
先
行
は

甲
地
で
は
乙
地
よ
り
も
有
意
水
準
○
・
○
○
五
で
お
お
い
・

口
つ
い
た
も
の
つ
い
た
も
の
は
甲
地
で
は
犬
神
一
二
例
（
四
二
・
○
％
）
、
人
狐
一
六
例
（
三
二
・
○
％
）
、
狸
八
例
（
一
六
・
○
％
）
、
野

狐
二
例
（
四
・
○
％
）
、
生
き
霊
二
例
（
四
・
○
％
）
、
狐
一
例
（
二
・
○
％
）
で
あ
る
。
犬
神
例
で
は
、
外
道
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
例
あ
る

三
、
え
ら
れ
た
結
果
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が
そ
こ
で
は
犬
神
の
こ
と
で
あ
る
（
蛇
の
ば
あ
い
も
あ
る
）
。
ま
た
犬
神
の
ほ
か
に
狸
も
つ
い
た
も
の
が
二
例
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
狸
の
名
が

で
て
い
る
だ
け
で
狸
つ
き
の
具
体
的
記
載
は
な
い
。
お
な
じ
く
犬
神
例
で
七
五
匹
と
い
っ
て
い
る
も
の
が
一
例
あ
っ
た
（
こ
の
よ
う
に
七
五
匹

と
群
を
な
し
て
い
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
）
。
他
方
乙
地
で
は
、
狐
三
五
例
（
七
四
・
五
％
）
、
狸
三
例
（
六
・
四
％
）
、
お
さ
き
（
狐
）
二
例
（
四
．

三
％
）
、
猿
一
例
（
二
・
一
％
）
、
蛇
一
例
（
二
・
一
％
）
、
生
き
霊
一
例
（
二
・
一
％
）
、
神
一
例
（
二
・
一
％
）
、
山
狐
一
例
（
二
・
一
％
）
、
猫
一

例
（
二
・
一
％
）
、
野
狐
一
例
三
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。
狐
の
う
ち
一
例
で
は
つ
い
て
い
る
狐
は
三
匹
と
あ
っ
た
、
一
例
は
漠
然
と
狐
狸
と
な

っ
て
い
た
、
ま
た
一
例
で
は
ほ
か
に
天
理
王
尊
お
よ
び
龍
も
つ
い
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
狸
の

一
例
で
は
蛇
、
狐
も
つ
い
た
と
さ
れ
る
が
、
あ
と
の
二
つ
に
つ
い
て
の
具
体
的
記
載
は
な
く
、
ま
た
一
例
は
狸
狐
と
あ
っ
た
。
一
例
は
狐
お

よ
び
母
の
生
き
霊
が
つ
い
た
も
の
で
、
こ
れ
は
く
っ
く
つ
に
か
ぞ
え
た
が
、
こ
の
人
で
は
自
分
、
母
の
霊
、
狐
が
順
次
人
格
交
代
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
甲
地
お
よ
び
乙
地
で
つ
く
も
の
は
お
お
き
く
ち
が
っ
て
い
る
が
、
甲
地
は
犬
神
地
帯
で
あ
る
広
島
県
、
徳
島
県
、
人
狐

地
帯
で
あ
る
島
根
県
、
狸
地
帯
で
も
あ
る
徳
島
県
が
主
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
違
い
は
甲
、
乙
両
地
の
違
い
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

国
つ
い
た
も
の
の
由
来
つ
い
た
も
の
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
。
甲
地
で
は
隣
人
が
九
例
（
一
八
・
○
％
）
、
知
人
が
一
六
例
（
三
二
・
○

％
）
、
や
と
わ
れ
て
い
た
（
あ
る
い
は
雇
い
を
希
望
し
た
）
人
が
二
例
（
四
・
○
％
）
、
雇
い
主
が
一
例
（
二
・
○
％
）
、
親
戚
が
一
例
（
二
・
○
％
）
、

旧
姻
族
が
二
例
（
四
・
○
％
）
、
他
人
（
自
分
が
お
も
っ
て
い
た
女
を
瀝
か
れ
人
側
に
と
ら
れ
た
人
）
が
一
例
（
二
・
○
％
）
、
祈
祷
者
が
一
例
（
二
・

○
％
）
、
神
仏
寺
社
が
五
例
（
一
○
・
○
％
）
、
特
定
の
場
所
が
三
例
（
六
・
○
％
）
、
不
明
の
も
の
が
九
例
二
八
・
○
％
）
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

隣
人
、
知
人
、
雇
わ
れ
人
、
雇
い
主
、
親
戚
、
旧
姻
族
、
他
人
、
と
、
普
通
の
社
会
的
関
係
に
あ
る
人
を
ま
と
め
る
と
、
三
二
例
（
六
四
・
○

％
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
は
つ
く
も
の
を
意
識
的
に
お
く
り
だ
す
の
で
は
な
い
、
つ
く
も
の
は
こ
れ
ら
の
人
の
意
向
を
く
ん
で
つ
く
の
で
あ

る
（
日
本
の
瀝
き
も
の
で
、
持
ち
の
人
に
つ
か
わ
れ
る
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
）
。
こ
れ
に
た
い
し
乙
地
で
は
、
親
戚
が
一
例
（
二
・
一
％
）
、
祈
祷

者
が
三
例
（
六
・
四
％
）
、
特
定
の
場
所
が
二
例
（
四
・
三
％
）
、
神
仏
寺
社
が
六
例
（
一
二
・
八
％
）
、
そ
し
て
不
明
の
も
の
が
三
五
例
（
七
四
・

五
％
）
で
あ
っ
た
。
つ
い
た
も
の
の
由
来
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
、
ま
た
つ
く
も
の
が
普
通
の
人
間
関
係
に
あ
る
人
の
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
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も
の
は
と
も
に
、
甲
地
で
は
乙
地
に
お
け
る
よ
り
も
有
意
水
準
○
・
○
○
五
で
お
お
い
。

㈹
つ
い
た
動
機
こ
う
い
う
わ
け
で
き
た
、
と
そ
の
動
機
が
つ
い
た
も
の
（
に
人
格
変
換
し
た
病
者
、
と
き
に
代
人
）
あ
る
い
は
病
者
そ
の

人
に
よ
り
の
べ
ら
れ
た
の
は
甲
地
で
三
七
例
（
七
四
・
○
％
）
、
乙
地
で
は
三
例
（
六
・
四
％
）
で
、
こ
の
差
は
有
意
水
準
○
・
○
○
五
で
あ
る
。

そ
の
内
容
を
み
る
と
、
甲
地
で
人
間
が
か
か
わ
ら
ぬ
も
の
（
神
仏
寺
社
、
狸
が
か
か
わ
っ
た
も
の
）
は
七
例
で
、
狸
が
巣
穴
を
く
ず
さ
れ
た
、
神

山
の
木
が
き
ら
れ
た
、
こ
の
人
に
つ
け
ば
く
え
る
、
祭
祀
さ
れ
て
い
な
い
、
願
か
け
が
ほ
ど
か
れ
て
い
な
い
、
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

乙
地
で
そ
れ
は
、
こ
ろ
さ
れ
た
猿
の
怨
み
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。
甲
地
で
の
こ
る
三
○
例
は
人
間
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
う
ち
一
八
例
は
、

物
が
ほ
し
い
、
か
し
た
金
、
物
が
か
え
し
て
も
ら
え
な
い
、
贈
答
の
不
公
平
、
富
裕
さ
が
う
ら
や
ま
し
い
、
魚
が
く
い
た
い
、
嫁
が
も
っ
て

き
た
衣
類
を
か
え
し
た
く
な
い
、
と
い
っ
た
物
、
金
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
犬
神
持
ち
の
人
か
ら
か
っ
た
火
鉢
に
つ
い
て
き
た
、
約
束
で
か

い
も
ど
し
た
田
に
つ
い
て
き
た
、
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。
総
じ
て
そ
う
お
お
き
な
金
額
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
二
例
で
そ
の
動

機
は
も
っ
ぱ
ら
人
間
関
係
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
や
と
っ
て
も
ら
え
ぬ
怨
み
、
あ
た
え
た
休
み
期
間
よ
り
な
が
く
や
す
ま
れ
た
、
ほ
れ
た
女

を
と
ら
れ
た
、
縁
談
を
う
ま
く
は
こ
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
、
愛
欲
の
邪
魔
を
さ
れ
た
、
む
こ
う
が
美
人
な
の
で
う
ち
の
娘
の
縁
談
が
お
く
れ

る
、
こ
ち
ら
が
む
こ
う
よ
り
冷
遇
さ
れ
る
、
祈
祷
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
っ
た
怨
み
が
大
部
分
で
、
口
ぎ
た
な
い
か
ら
つ
い
た
、
懇
意

だ
か
ら
つ
い
た
、
と
い
う
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
あ
っ
た
。
乙
地
で
の
二
例
は
、
こ
と
わ
ら
れ
た
祈
祷
者
の
怨
み
に
よ
る
も
の
と
、
病
人
の

良
心
を
く
じ
こ
う
と
娘
を
密
通
さ
せ
つ
い
で
お
さ
き
を
つ
け
た
も
の
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
甲
地
で
は
経
済

行
為
を
ふ
く
む
日
常
生
活
の
な
か
で
の
も
つ
れ
が
態
き
の
お
も
な
動
機
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
も
つ
れ
に
か
か
わ
る
の
は
個

人
で
あ
る
よ
り
は
家
で
あ
る
こ
と
が
お
お
い
が
、
そ
の
家
の
な
か
で
は
弱
者
に
つ
く
こ
と
が
お
お
い
・
「
夫
に
つ
こ
う
と
お
も
っ
た
が
、
つ
よ

い
の
で
妻
の
ほ
う
に
つ
い
た
」
な
ど
か
た
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
弱
者
に
つ
い
た
と
み
ら
れ
る
例
は
甲
地
で
、
子
ど
も
に
つ
い
た
も
の
が
六

例
、
妻
に
つ
い
た
も
の
が
六
例
、
優
遇
し
た
人
で
な
く
こ
ち
ら
よ
り
優
遇
さ
れ
た
関
係
者
に
つ
い
た
も
の
が
一
例
の
計
一
三
例
（
二
六
・
○
％
）

で
、
乙
地
で
は
そ
の
よ
う
に
よ
み
と
れ
る
例
は
な
い
。

(18） '8



㈲
葱
き
も
の
と
判
断
さ
れ
る
過
程
源
き
も
の
と
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
病
者
が
自
分
か
ら
、
狐
が
つ
い
た
、
自
分
は
狐
だ
、
な
ど
と
い

う
、
あ
る
い
は
周
囲
の
人
が
源
き
も
の
に
違
い
な
い
と
す
る
な
ど
、
ど
こ
か
で
そ
う
判
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
源
き
も
の
と
の
判
断

が
ど
の
よ
う
に
く
だ
さ
れ
た
か
、
分
析
し
た
。
甲
地
で
は
、
病
者
そ
の
人
が
瀝
き
も
の
と
（
本
人
の
こ
と
ば
で
、
あ
る
い
は
つ
い
て
い
る
も
の
の

こ
と
ば
で
）
の
べ
た
も
の
が
一
六
例
（
三
二
・
○
％
）
、
周
囲
が
そ
う
判
断
し
そ
れ
に
応
じ
て
あ
る
い
は
せ
め
ら
れ
て
本
人
も
そ
う
み
と
め
た
も

の
が
八
例
（
一
六
・
○
％
）
（
こ
の
な
か
に
は
、
往
診
し
た
医
師
が
そ
う
お
も
っ
て
問
診
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
病
者
が
そ
の
よ
う
に
こ
た
え
た
江
澤
報
告

例
も
あ
る
）
、
周
囲
の
人
が
そ
う
み
と
め
た
が
本
人
は
み
と
め
る
に
い
た
ら
な
い
も
の
が
二
例
（
四
・
○
％
）
、
祈
祷
に
よ
り
葱
き
も
の
と
さ
れ

本
人
も
そ
う
み
と
め
る
に
い
た
っ
た
も
の
が
一
九
例
（
三
八
・
○
％
）
（
こ
の
う
ち
一
例
は
易
者
が
懸
き
も
の
と
し
た
）
、
祈
祷
に
よ
り
葱
き
も
の

と
さ
れ
た
が
病
者
は
そ
う
み
と
め
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
が
三
例
（
六
・
○
％
）
（
こ
の
う
ち
一
例
で
は
代
人
〔
ゆ
り
〕
に
弊
帛
を
も
た
せ
て

祈
祷
し
た
と
こ
ろ
ゆ
り
は
「
我
は
狸
じ
ゃ
」
と
口
ば
し
っ
た
）
。
こ
の
ほ
か
に
一
例
（
甲
地
第
四
例
）
は
身
体
病
を
人
狐
に
よ
る
も
の
と
み
ず
か
ら

信
じ
、
一
例
は
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
が
祈
祷
に
よ
り
犬
神
つ
き
と
判
断
さ
れ
て
、
自
分
も
そ
う
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
た
い
し
乙

地
で
は
、
み
ず
か
ら
瀝
き
も
の
と
す
る
の
が
三
三
例
（
七
○
・
二
％
）
、
周
囲
が
橇
き
も
の
と
み
と
め
た
の
に
乗
じ
て
本
人
が
金
銭
、
物
を
要
求

し
た
源
き
も
の
祥
病
と
い
う
べ
き
も
の
が
二
例
（
四
・
三
％
）
、
周
囲
の
人
だ
け
が
葱
き
も
の
と
み
と
め
た
も
の
が
二
例
（
四
・
三
％
）
、
祈
祷

に
よ
り
葱
き
も
の
と
み
と
め
ら
れ
っ
い
で
本
人
も
そ
う
み
と
め
た
も
の
が
一
例
三
・
一
％
）
、
祈
祷
に
よ
り
侭
き
も
の
と
み
と
め
ら
れ
た
が

本
人
は
そ
う
み
と
め
な
い
も
の
が
五
例
（
一
○
・
六
％
）
（
う
ち
一
例
で
は
本
人
は
祈
祷
を
う
け
ず
代
者
が
た
て
ら
れ
、
他
者
が
狐
と
み
と
め
て
い
る
）

で
あ
っ
た
。
甲
、
乙
両
地
を
比
較
す
る
と
、
甲
地
で
は
祈
祷
に
よ
り
瀝
き
も
の
と
み
と
め
ら
れ
っ
い
で
本
人
も
そ
う
み
と
め
た
例
が
お
お
い

こ
と
、
乙
地
で
は
自
分
か
ら
輝
き
も
の
と
の
べ
る
例
の
お
お
い
こ
と
が
目
だ
っ
が
、
こ
れ
ら
の
差
は
有
意
水
準
○
・
○
○
五
に
達
し
て
い
る
。

な
お
、
自
分
で
大
師
を
い
の
る
と
犬
神
と
口
ぱ
し
っ
た
、
と
い
っ
た
例
は
、
み
ず
か
ら
み
と
め
た
も
の
と
し
て
か
ぞ
え
た
。

祈
祷
者
が
よ
ば
れ
る
の
は
、
周
囲
の
人
が
葱
き
も
の
だ
ろ
う
と
見
当
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
祈
祷
の
さ
い
本
人
に
針
を
さ

し
た
と
い
う
も
の
が
一
例
あ
っ
た
。
祈
祷
に
さ
い
し
、
ま
た
周
囲
の
人
が
本
人
に
源
き
も
の
と
み
と
め
さ
せ
る
に
は
、
経
文
を
よ
む
な
ど
の
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ほ
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
ど
か
し
（
せ
め
て
や
る
、
と
い
う
、
刀
や
鉄
砲
を
み
せ
る
）
も
つ
か
わ
れ
る
。
し
か
し
猿
き
も
の
認
定
の
過
程
で
は
肉

体
的
拷
問
と
み
る
べ
き
も
の
は
お
お
く
な
い
。
だ
が
、
そ
の
あ
と
つ
い
た
も
の
を
は
ら
う
に
は
、
煙
り
い
ぶ
し
、
殴
打
、
食
事
制
限
、
火
渡

り
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
乙
地
第
六
例
で
の
加
持
僧
に
よ
る
強
姦
も
こ
れ
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
憲
き
も
の
状
態
か
ら
脱
す
る
に
つ

い
て
の
祈
祷
の
役
割
り
に
つ
い
て
は
記
載
の
精
疎
が
あ
ま
り
に
は
な
は
だ
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
細
に
は
検
討
し
な
い
が
、
甲
地
で
は
祈

祷
に
よ
り
源
き
も
の
が
は
な
れ
る
例
が
比
較
的
お
お
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
侭
き
も
の
状
態
で
は
、
鎮
静
剤
な
ど
は
か
な
り
大
量
で
も
き
か

な
い
と
さ
れ
る
し
、
ま
た
本
人
も
薬
剤
は
こ
ば
む
こ
と
も
お
お
い
。

㈹
葱
き
も
の
の
精
神
医
学
的
状
態
像
こ
こ
で
は
輝
き
も
の
と
さ
れ
た
状
態
像
を
検
討
す
る
・
大
部
分
の
も
の
で
は
瀝
き
症
状
が
状
態
像

の
中
心
に
あ
る
が
、
周
囲
の
人
か
ら
ま
た
は
祈
祷
に
よ
っ
て
葱
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
し
（
乙
地
第
二
例
、
同
第
六
例
な
ど
）
、
本

人
が
源
き
も
の
と
み
と
め
て
い
て
も
そ
れ
は
状
態
像
に
付
属
的
な
例
も
あ
る
（
そ
の
極
端
な
も
の
が
甲
地
第
四
例
で
あ
る
）
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に

と
り
だ
し
た
状
態
像
は
源
き
症
状
と
は
ず
れ
て
い
る
ば
あ
い
も
あ
る
。
甲
地
で
は
、
「
犬
神
じ
ゃ
」
な
ど
と
み
ず
か
ら
名
の
る
人
格
変
換
は
二

三
例
（
四
六
・
○
％
）
、
体
内
に
も
の
が
つ
い
て
う
ご
き
ま
わ
っ
て
い
る
な
ど
と
す
る
体
感
幻
覚
（
体
内
異
常
感
覚
）
が
三
例
（
六
・
○
％
）
、
す

ぐ
そ
ば
に
犬
神
な
ど
が
つ
い
て
い
て
そ
れ
が
み
え
る
と
い
う
外
部
幻
覚
が
一
例
三
・
○
％
）
、
体
感
幻
覚
と
外
部
幻
覚
と
の
両
方
が
の
べ
ら

れ
て
い
る
も
の
が
一
例
（
二
・
○
％
）
（
そ
し
て
両
者
を
あ
わ
せ
た
幻
覚
例
は
計
五
例
と
な
る
）
、
犬
神
が
つ
い
て
こ
ろ
さ
れ
る
な
ど
い
う
被
害
的
瀝

き
も
の
妄
想
は
一
例
三
・
○
％
）
、
は
っ
き
り
し
た
源
き
症
状
を
か
く
か
そ
れ
が
付
属
的
な
、
気
分
不
調
か
ら
錯
乱
状
態
ま
で
の
精
神
変
調

が
一
七
例
（
三
四
・
○
％
）
、
家
内
の
も
の
が
あ
ち
こ
ち
に
う
ご
か
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
が
中
心
で
あ
る
も

の
が
一
例
三
・
○
％
）
（
こ
れ
は
精
神
医
学
的
に
つ
き
つ
め
れ
ば
解
離
症
候
と
な
ろ
う
か
）
、
精
神
症
状
を
か
く
も
の
が
二
例
（
四
・
○
％
）
、
記
載

が
不
充
分
で
状
態
像
を
判
定
で
き
な
い
も
の
が
一
例
三
・
○
％
）
で
あ
る
。
乙
地
で
は
人
格
変
換
は
一
○
例
（
一
二
・
三
％
）
、
体
感
幻
覚
が

一
○
例
（
一
二
・
三
％
）
、
外
部
幻
覚
が
三
例
（
六
・
四
％
）
、
体
感
幻
覚
お
よ
び
外
部
幻
覚
の
両
方
が
六
例
（
一
二
・
六
％
）
（
つ
ま
り
、
両
方
を

あ
わ
せ
た
幻
覚
例
が
計
一
九
例
）
、
被
害
的
源
き
も
の
妄
想
が
八
例
（
一
七
・
○
％
）
（
う
ち
一
例
に
は
か
る
い
体
感
幻
覚
も
と
も
な
う
）
、
憲
き
症
状

(20) 20



乙
地
に
お
お
い
。
幻
覚
例
皿

例
、
乙
地
で
計
一
六
例
）
は

○
二
五
で
乙
地
に
お
お
い
・

つ
づ
い
て
、
葱
き
症
状
（

を
か
く
か
そ
れ
が
付
属
的
で
あ
る
精
神
変
調
が
一
○
例
（
一
二
・
三
％
）
で
あ
る
。
患
き
症
状
が
状
態
像
の
中
心
に
あ
る
の
は
甲
地
で
は
計
三

○
例
、
乙
地
で
は
三
七
例
で
あ
る
。
甲
地
で
精
神
症
状
を
か
く
二
例
は
、
身
体
疾
患
を
迷
信
的
に
解
釈
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
甲
地
と
乙

地
と
を
比
較
す
る
と
、
人
格
変
換
例
は
有
意
水
準
○
・
○
二
五
で
甲
地
に
お
お
く
、
被
害
的
橇
き
も
の
妄
想
例
は
有
意
水
準
○
・
○
二
五
で

乙
地
に
お
お
い
。
幻
覚
例
は
甲
地
よ
り
乙
地
に
お
お
い
が
、
そ
の
差
は
有
意
で
は
な
い
。
幻
覚
例
の
う
ち
体
感
幻
覚
を
も
つ
例
（
甲
地
で
計
四

例
、
乙
地
で
計
一
六
例
）
は
有
意
水
準
○
・
○
二
五
で
乙
地
に
、
外
部
幻
覚
を
も
つ
例
（
甲
地
で
計
二
例
、
乙
地
で
計
九
例
）
も
有
意
水
準
○
・

つ
づ
い
て
、
葱
き
症
状
の
な
か
で
病
者
み
ず
か
ら
が
つ
い
た
も
の
と
名
の
っ
た
例
を
か
ぞ
え
て
み
る
。
こ
こ
で
い
う
葱
き
症
状
は
、
前
述

の
人
格
変
換
が
中
心
に
あ
る
例
に
か
ぎ
ら
な
い
。
甲
地
で
は
三
二
例
（
六
四
・
○
％
）
が
、
乙
地
で
は
一
○
例
（
一
二
・
三
％
）
が
、
つ
い
た
も

の
で
あ
る
と
病
者
が
み
ず
か
ら
名
の
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
構
成
を
み
る
と
、
甲
地
で
は
二
四
例
（
四
八
・
○
％
）
が
犬
神
、
人
狐
な
ど
と
名

の
り
、
八
例
（
一
六
・
○
％
）
が
人
を
名
の
っ
て
い
る
。
甲
地
事
例
で
生
き
霊
つ
き
は
二
例
で
、
こ
の
二
例
が
つ
い
た
霊
の
持
ち
主
と
名
の
る

の
は
と
う
ぜ
ん
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
動
物
つ
き
と
さ
れ
る
六
例
も
そ
の
動
物
で
は
な
く
て
、
そ
の
持
ち
筋
の
人
と
し
て
「
こ
う
い
う

怨
み
が
あ
る
か
ら
き
た
」
な
ど
名
の
る
。
つ
ま
り
、
動
物
つ
き
と
さ
れ
る
こ
の
六
例
は
、
病
者
の
語
り
口
か
ら
す
れ
ば
、
江
澤
報
告
例
の
よ

う
に
生
き
霊
つ
き
な
の
で
あ
る
。
乙
地
事
例
で
は
九
例
二
九
・
一
％
）
が
狐
を
名
の
り
、
一
例
三
・
一
％
）
が
人
を
名
の
っ
て
い
る
が
、

こ
の
一
例
は
生
き
霊
つ
き
で
あ
る
。
甲
乙
両
地
を
比
較
す
る
と
、
病
者
が
つ
い
た
も
の
と
名
の
る
例
は
有
意
水
準
○
・
○
○
五
で
甲
地
に
、

そ
の
う
ち
つ
い
た
動
物
を
名
の
る
例
は
有
意
水
準
○
・
○
○
五
で
甲
地
に
、
ま
た
人
を
名
の
る
例
は
有
意
水
準
○
・
○
二
五
で
甲
地
に
お
お

い
。
甲
地
で
は
一
例
が
持
ち
筋
の
人
の
、
一
例
が
人
狐
の
動
作
を
模
倣
し
て
い
る
（
計
二
例
、
四
・
○
％
）
。
乙
地
で
は
狐
つ
き
の
五
例
（
一
○
・

六
％
）
が
四
つ
ん
這
い
動
作
な
ど
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
つ
く
も
の
と
お
な
じ
動
作
を
す
る
こ
と
（
変
形
妄
想
、
動
物
で
あ
れ
ば
獣
化
妄
想
）

は
乙
地
で
お
お
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
差
は
有
意
水
準
に
達
し
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
、
甲
地
で
は
一
例
（
甲
地
第
二
例
）
で
狐
の
毛
ら
し
い

も
の
が
つ
い
て
い
た
。
獣
の
足
跡
が
の
こ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
も
の
は
、
甲
地
、
乙
地
と
も
に
一
例
ず
つ
あ
っ
た
。
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日
葱
き
も
の
と
さ
れ
る
状
態
の
複
雑
度
江
澤
報
告
例
の
精
神
症
状
は
悪
き
症
状
で
つ
く
さ
れ
て
お
り
、
純
粋
型
と
い
っ
て
よ
い
・
甲
地

第
一
例
で
は
葱
き
症
状
に
疎
通
性
不
良
が
と
も
な
っ
て
お
り
、
乙
地
第
三
例
に
は
四
肢
の
痙
掌
、
興
奮
状
態
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
愚
き

症
状
に
他
の
精
神
症
状
が
す
こ
し
く
わ
わ
っ
た
も
の
は
単
純
病
像
と
す
る
。
甲
地
第
二
例
、
第
三
例
、
第
五
例
、
乙
地
第
一
例
、
第
二
例
な

ど
は
か
な
り
複
雑
な
病
像
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
体
を
純
粋
型
、
単
純
病
像
、
複
雑
病
像
と
わ
け
て
み
る
。
甲
地
で
は
純
粋
型
は
二
例
（
二
二
・

○
％
）
、
単
純
病
像
は
一
七
例
（
三
四
・
○
％
）
、
複
雑
病
像
は
二
○
例
（
四
○
・
○
％
）
、
精
神
症
状
を
か
く
も
の
が
二
例
（
四
・
○
％
）
で
あ
っ

た
。
乙
地
で
は
純
粋
型
は
な
く
、
単
純
病
像
が
八
例
（
一
七
・
○
％
）
、
複
雑
病
像
が
三
九
例
（
八
三
・
○
％
）
で
あ
っ
た
。
甲
乙
両
地
を
比
較

す
る
と
、
純
粋
型
は
甲
地
に
、
複
雑
病
像
は
乙
地
に
、
と
も
に
有
意
水
準
○
・
○
○
五
で
お
お
い
。
単
純
病
像
の
も
の
は
甲
地
に
お
お
い
が
、

甲
乙
両
地
の
差
は
有
意
水
準
に
達
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
甲
地
で
は
は
っ
き
り
し
た
急
性
ま
た
は
慢
性
の
身
体
疾
患
（
微
蒜
な
ど
は
の
ぞ
く
）

を
も
っ
た
人
が
一
二
名
い
て
、
乙
地
に
は
そ
う
い
う
人
は
い
な
く
て
、
そ
の
差
は
有
意
水
準
○
・
○
○
五
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
二
一
人
の
な

か
に
は
三
七
・
七
度
、
四
○
・
七
度
な
ど
の
発
熱
を
呈
す
る
な
ど
し
て
い
て
、
症
状
精
神
疾
患
と
み
な
す
べ
き
も
の
が
五
、
六
例
あ
り
、
ま

甲
地
に
お
お
い
。

”
葱
き
も
の
と
さ
れ
る
状
態
の
持
続
こ
こ
に
い
う
の
は
藤
き
症
状
を
呈
し
て
い
た
期
間
で
は
な
く
、
葱
き
も
の
と
さ
れ
る
状
態
の
全
期

間
で
あ
る
。
複
数
回
の
源
き
も
の
を
呈
し
た
例
で
は
最
近
の
も
の
の
持
続
を
か
ぞ
え
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
を
頻
繁
に
く
り
か
え
し
て
い
る

も
の
で
は
、
初
発
か
ら
の
期
間
を
か
ぞ
え
た
。
甲
地
で
は
数
日
間
の
も
の
が
一
○
例
（
二
○
・
○
％
）
、
数
日
を
こ
え
て
一
か
月
ま
で
の
も
の
が

五
例
（
一
○
・
○
％
）
、
一
月
を
こ
え
て
三
か
月
ま
で
の
も
の
が
一
○
例
（
二
○
・
○
％
）
、
三
か
月
を
こ
え
て
一
年
ま
で
の
も
の
が
四
例
（
八
・

○
％
）
、
一
年
を
こ
え
る
も
の
が
一
二
例
（
四
二
・
○
％
）
で
あ
っ
た
。
乙
地
で
は
数
日
ま
で
の
も
の
が
一
例
（
二
・
一
％
）
、
数
日
を
こ
え
一
か

月
ま
で
の
も
の
が
三
例
（
六
・
四
％
）
、
一
か
月
を
こ
え
三
か
月
ま
で
の
も
の
が
一
六
例
（
三
四
・
○
％
）
、
三
か
月
を
こ
え
て
一
年
ま
で
の
も

の
が
九
例
（
一
九
・
一
％
）
、
一
年
を
こ
え
る
も
の
が
七
例
（
一
四
・
九
％
）
、
記
載
不
充
分
で
期
間
不
明
の
も
の
が
二
例
（
二
三
・
四
％
）
で

あ
っ
た
。
甲
乙
両
地
を
比
較
す
る
と
、
数
日
ま
で
の
例
が
有
意
水
準
○
・
○
一
で
甲
地
に
、
一
年
を
こ
え
る
例
も
有
意
水
準
○
・
○
○
五
で
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た
既
述
の
よ
う
に
、
甲
地
事
例
に
は
精
神
症
状
を
か
く
も
の
も
あ
る
。

本
稿
に
と
り
あ
げ
た
例
を
現
在
の
基
準
に
よ
っ
て
診
断
し
な
お
す
こ
と
は
、
記
載
が
き
わ
め
て
不
充
分
な
例
も
お
お
く
て
、
一
部
分
を
の

ぞ
い
て
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
持
続
期
間
と
病
像
の
複
雑
度
と
を
か
さ
ね
あ
わ
せ
る
と
、
甲
地
事
例
に
も
、
あ
き
ら
か
に
精
神
病
的
病
像
を

し
め
す
も
の
が
か
な
り
は
い
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。
持
続
期
間
が
数
日
以
内
で
純
粋
型
の
病
像
を
し
め
す
も
の
は
、
持
ち
筋
地
帯

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
お
こ
っ
た
源
き
も
の
反
応
と
い
え
よ
う
。
甲
地
で
は
持
続
期
間
の
な
が
い
も
の
も
お
お
い
。
複
雑
病
像
の
お
お
い
乙
地
で

は
長
期
例
は
甲
地
よ
り
す
ぐ
な
い
。
乙
地
例
は
入
院
例
で
あ
っ
て
、
精
神
症
状
は
重
症
で
も
未
治
退
院
例
が
か
な
り
お
お
い
こ
と
で
、
上
記

の
点
は
説
明
で
き
よ
う
。
逆
に
い
っ
て
甲
地
例
は
、
そ
の
居
住
地
に
な
が
く
生
活
し
て
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
精
神
病
的
病
像
の
持
続
も
か

な
り
な
が
く
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
検
討
し
て
き
た
事
項
の
主
要
な
も
の
を
ま
と
め
る
と
、
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
章
の
最
後
に
、
非
持
ち
筋
地
帯
の
散
発
例
と
比
較
し
こ
の
持
ち
筋
地
帯
で
の
事
例
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

源
き
も
の
と
さ
れ
る
の
は
女
に
お
お
く
、
ま
た
年
少
者
、
身
体
疾
患
を
も
っ
た
人
が
散
発
例
に
比
し
て
お
お
く
、
微
差
を
き
っ
か
け
に
想
き

も
の
状
態
に
い
た
る
例
が
目
だ
っ
。
つ
く
も
の
は
犬
神
、
人
狐
、
狸
な
ど
と
そ
の
地
域
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
、
持

ち
筋
と
し
て
し
ら
れ
て
い
る
、
病
者
が
し
っ
て
い
る
家
か
ら
、
経
済
面
ま
た
は
人
間
関
係
で
の
怨
み
の
た
め
に
き
て
い
る
（
こ
の
怨
み
と
は
実

は
、
病
者
が
日
常
的
生
活
の
な
か
で
気
に
し
て
い
る
負
い
目
の
投
影
で
あ
る
が
）
。
非
持
ち
筋
地
帯
散
発
例
は
み
ず
か
ら
態
き
も
の
と
み
と
め
る
こ

と
が
大
部
分
で
あ
る
の
に
、
持
ち
筋
地
帯
で
は
、
祈
祷
に
よ
り
源
き
も
の
と
み
と
め
ら
れ
て
か
ら
本
人
も
そ
う
み
と
め
る
例
に
つ
い
で
、
本

人
が
は
じ
め
か
ら
そ
う
み
と
め
る
例
が
お
お
い
。
そ
の
精
神
症
状
は
人
格
変
換
が
中
心
像
で
あ
る
も
の
が
半
数
を
し
め
、
つ
い
た
も
の
で
あ

る
よ
う
に
み
ず
か
ら
名
の
る
か
、
持
ち
筋
の
人
で
あ
る
か
に
名
の
る
。
し
か
し
、
動
作
ま
で
そ
の
も
の
に
な
る
例
は
お
お
く
な
い
。
こ
れ
に

た
い
し
非
持
ち
筋
地
帯
散
発
例
で
は
、
も
の
が
と
り
っ
い
た
体
感
幻
覚
あ
る
い
は
外
部
幻
覚
、
つ
い
た
と
す
る
妄
想
の
例
が
お
お
い
。
持
ち

筋
地
帯
に
も
、
精
神
病
的
水
準
の
慢
性
例
が
そ
の
部
分
的
精
神
症
状
と
し
て
憲
き
症
状
を
呈
す
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
精
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甲地、乙地の主要な比較事項（抜粋）
寸
困

甲地
(48名-50例）’

乙地
(45名-47例）

甲地
(48名－5()例）’

乙地

(45名-47例）’
較事項 比較事項

名

女14男21

4

24

14

1

2

0

14

7

2

病者によるついたもの

との名乗りあり

うち動物

人

動作模倣あり

状態持続～数日

～lか月

～3か月

～1年

1年～

不明

状態複雑度

純粋型

単純病像

複雑病像

精神症状なし

身体疾患あり

性別
歳

年齢～20

21～40

41～60

61~

不明

準備状態微蒜

心痛

身体不調

大酒

悪きものの由来

わかった

普通の社会関係に

ある人

ついた動機がのべられた

葱きものとの判断

本人

祈祷→本人

精神医学的状態像

人格変換

瀝きもの妄想

体感幻覚

外部幻覚

女34男14

12名＊＊＊＊

21

12

2

1

10例＊

7

11

0

32例＊

24＊

8＊＊＊

ワ例

10例＊＊

5

10

4

21*

0

（
寸
函
）

11例＊ 12
11例＊

17

20

2

12例＊

＊

＊
例
２
７
３
３

１
３

例
＊
６
９
１
１

33＊

1 有意差をもっておおい:*p<0.005,**p<0.01,

***p<0.025,****P<0､05(X2検定による）

＊＊＊例

羽
１
４
２

10

8＊＊＊

16***

9＊＊＊



神
症
状
は
葱
き
症
状
に
つ
き
し
か
も
持
続
が
数
日
だ
け
の
純
粋
葱
き
も
の
反
応
と
み
な
す
べ
き
例
が
比
較
的
目
だ
ち
、
ま
た
症
状
精
神
疾
患

と
み
ら
れ
る
例
も
い
く
つ
か
あ
り
、
さ
ら
に
、
身
体
疾
患
の
迷
信
的
解
釈
で
あ
る
例
が
あ
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
よ
う
な
、
持
ち
筋
地
帯
に
お
け
る
侭
き
も
の
の
特
徴
は
、
持
ち
筋
地
帯
（
そ
こ
は
同
時
に
多
発
地
帯
で
も
あ
る
）
と
い
う
基
盤

か
ら
ほ
ぼ
理
解
で
き
る
。
だ
が
こ
こ
で
、
艤
き
も
の
例
の
大
半
が
持
ち
筋
の
人
が
い
だ
く
怨
み
を
か
た
り
、
さ
ら
に
、
生
き
霊
で
な
い
輝
き

も
の
（
犬
神
）
例
が
持
ち
筋
の
人
と
し
て
名
の
っ
て
い
る
例
が
六
例
も
あ
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
そ
れ
ら
は
、
犬
神
つ
き
と
さ
れ
て
い
て
も
、

江
澤
報
告
例
に
お
け
る
よ
う
に
、
症
状
記
載
内
容
に
は
犬
神
は
で
て
い
な
い
。
持
ち
筋
の
人
そ
の
も
の
が
つ
い
た
生
き
霊
つ
き
と
み
る
ほ
う

が
す
な
お
で
あ
る
（
こ
れ
は
、
典
型
的
生
き
霊
つ
き
症
状
と
し
て
よ
か
ろ
う
）
。
ま
た
、
犬
神
、
人
狐
な
ど
と
名
の
る
ば
あ
い
も
、
の
べ
ら
れ
る
の

は
持
ち
筋
が
い
だ
く
怨
み
で
あ
る
こ
と
が
お
お
く
、
こ
れ
も
生
き
霊
に
ち
か
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
つ
い
た
と
さ
れ
る
動
物
も
、
生
き
霊

の
の
り
う
つ
り
手
段
だ
と
み
て
も
よ
か
ろ
う
。

（
参
考
文
献
は
次
々
号
末
尾
に
一
括
掲
載
）
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